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館蔵資料電子化の現状と今後の展望
まず、昨年この項で紹介した九曜文庫であるが、今
年は冊子目録を刊行した。こうした特殊コレクショ
ンの冊子目録は、担当者が単独で、あるいは多くて
も 2、3 名で、長いときには 5 年以上の歳月をかけて
作成することが常であった。今回古典籍 DB にデータ
を収載するにあたり、その前提として WINE（図書館
蔵書目録）入力をおこなったこともあり、冊子目録も
WINE のデータをもとにすることとし、特別資料室
全体の作業と位置づけ、全員で対応することとした。
冊子目録作成に WINE データを援用したケースは『角
田柳作記念文庫目録』のような先例はあったが、いわ
ゆる古典籍の冊子目録作成ではかつてないことだっ
た。また、WINE データについても、通常の古典籍
のように現物からの入力を業務委託するのではなく、
特別資料室の職員が資料一点ずつについて現物から
データシートを作成し、そのシートの入力を委託す
る形をとった。こうした新たな試みのもと、作業開
始から 2 年余という短期間で目録刊行がなされたこと
は、今後の古典籍書誌作成の方向性を考える上でも
貴重な成果だといえよう。
2011 年度は大きなコレクションの追加や、新たな
ポータルサイト公開と言った目立った動きこそ無かっ
たが、通常の書誌、画像登録作業では、新規受入資料
を積極的に古典籍ＤＢに収載していった。以前から述
べているように、これまで進めてきた 30 万件に及ぶ古
典籍ＤＢ構築は、既存の資料の書誌作成、画像撮影で
あり、過去の蓄積の公開にすぎないと言えば言い過ぎ
になるが、あくまでも「遡及入力」であった。そうし
た作業が一段落した今日、古典籍ＤＢに求められるの
は、より新しい情報、新規受入資料に関する情報であ
る。従来、和漢の古書、貴重書の目録作成はカード目
録が主な手段であり、一部のコレクションのみ冊子目
録により情報を提供してきた。今後はカード目録を維
持しつつも、逐次 WINE にデータを入力し、あわせて
古典籍DBに画像を公開してゆく。また、洋書の貴重書、
近代資料についても、可能な限り画像情報を提供して
ゆきたいと考えている。
このようにして成長を続ける古典籍ＤＢであるが、
2012 年度はかねて計画中のより積極的な情報発信機能
の追加に関しても、具体的な提案をしてゆきたいと考
えている。
2005 年のプロジェクト開始から 7 年、古典籍総合
データベース（以下、古典籍ＤＢ）は、図書館からの情
報発信の場としてすっかり定着してきた感がある。海
外も含め、外部からのアクセス数も、プロジェクト開
始間もない 2006 年頃には月に 20 万件くらいだったも
のが、今では常に 100 ～ 150 万件を数えるほどに増加
してきた。主要なコレクションのポータルサイトも完
成し、そうしたページをご覧になった外部の利用者か
らの問い合わせも増え続けている。一部電話やメール
のやり取りで済んでしまうものもあるが、書類による
掲載・放映の手続きをしたものは 703 件（前年度：650
件）、そのうち古典籍 DB の画像をダウンロードしての
利用は 569 件（前年度：452 件）と、相変わらず高い数
値を示している（図①）。
ただ、当初の予定がおおむね完了したからと言って
本プロジェクトは終わったわけではない。日々成長し、
新たな展開を模索し続けるデータベースである。ここ
では、2011 年度における古典籍ＤＢの拡充と今後の見
通しについて略述する。
古典籍DB新収資料より
（国輝画『古今珎物集覧　元昌平坂聖堂ニ於て』）
古典籍総合データベースの現状1 古典籍書誌作成の新たな試み2
図①　館蔵資料の掲載・放映等利用の推移
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